
プトレマイオス朝337年間のファラオの系図
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《プトレマイオス＝P》
P1= 天寿を全うした
P2= 近親婚を導入
P3= 全盛時代を築いた
P4= 国力が弱くなった
P5= シリアの内政干渉された
P6= 安定した政治を行った
P7= 叔父のP8に暗殺された
P8= 残忍な内部抗争になった
P9= 母クレオパトラ3世の言いなりであった
P10= 母を殺し財産を横領し殺害される
P11= 母ベレニケ3世を暗殺し市民から殺害された
P12= 反旗を翻した娘ベレニケ4世を処刑した
P13= ポンペイウスを殺害しシーザーに殺された
P14= 姉クレオパトラ2世から毒殺された

《クレオパトラ＝C》
C1＝シリア王の娘で内政干渉のための政略結婚
C2＝2人の兄弟と結婚、殺害はしていない
C3＝独裁的でメチャクチャな女王

⑭ C4＝シリアの内紛で殺される
C5＝庶子として生まれる
C6＝シリアの内紛で殺される
C7＝権力確保のために妹と弟を暗殺し、失敗し自殺した
(注)3世と7世が悪女、と言われている。

プトレマイオス5世の3人の子供は、20歳代の時に産まれた。P6の死後、娘のクレオパトラ2世は40歳の時に弟と再婚し、メンフィティスを産んだ。

BC161～BC101(60)＝クレオパトラ3世
娘の4世を追放し、叔父の8世、息子の9世、10世と

結婚し、独裁的なので10世に殺害された、

BC204～BC176(28)＝クレオパトラ1世
シリア王アンティオコス3世の娘。シリアが内政干渉

するための政略結婚。早死にした理由は不明

③

④

⑥

BC244?～BC205(39)＝弟プトレマイオス４世。
シリア戦争で南シリアの領土喪失し、国力が衰え始める

⑤

女王

BC140?～BC088(52)
＝弟プトレマイオス10世

BC101に母C3を殺害し兄
P9と和解し兄の娘ベレニ
ケ3世と結婚。財宝の略
奪等によりミトリダテス6
世(BC132-BC63)の捕虜
となり、国民の反感を買

い殺害された
⑩

BC164～BC121(43)＝クレオパトラ・テア
シリア王ニカトルと息子グリュポスを

殺害し自分も毒殺した

BC186～BC145(41)＝兄プトレマイオス6世（180-145）
BC170シリアのアンティオコス4世に侵入されたが、

共和制ローマのカトが味方して安定した。シリア戦争で戦死した

外国人妻 国王

⑧b

⑧a

BC367～BC282(85)＝プトレマイオス1世
マケドニア貴族の子

BC163?～BC144(19)
＝プトレマイオス7世(未婚)
叔父の8世に殺害された

BC308～BC246(62)＝弟プトレマイオス２世
プトレマイオス１世が59歳の時の子。シリア遠征、

エーゲ海諸島征服等、積極的な外征をした

①

BC246～BC204(42)＝姉アルシノエ３世
父が38歳の子。延臣達に毒殺された

②a
ファラオは、王であり神であり司令官であり、後継者は平民というわけにはいかず、近親婚をした。

BC275、下記のプトレマイオス2姉弟の場合、41歳、33歳なので子供はいなかった

BC115～BC080(35)＝プトレマイオス11世
共和制ローマのスッラの支援で母ベレニケ3世と結
婚したが、19日後に殺害した。怒ったアレクサンドリ

ア市民の暴動により殺害され直系が断絶した

210721

BC210～BC180(30)＝プトレマイオス5世（204-181）
プトレマイオス4世が34歳の時の子。30歳でなぜか早死にした。

反乱が起きて、シリアの介入をいやがり、共和制ローマに支援を求めた。

BC185～BC116(69)＝クレオパトラ2世
母C1の死後、BC173にP6と結婚、BC145にP8と再婚。BC131

にP8を追放するが和解後、平穏に過ごし死去

4人の子供は、父8世が40歳、母20歳の時の子。独裁的な母に振り回され、3人の子は最終的に処刑され、残った9世も苦労して後に引き継いだ。

母ベレニケ2世と弟マガスを殺害し、逆に暗殺もされたが、2人ともどういう教育を受けたのか、、、

BC266～BC221(45)
＝ベレニケ２世

シリア王アンティオコス1
世の娘の娘。浮気者の前

夫を殺害しP3と再婚。
P3が戦争から戻った感謝
の意として髪の毛を神に

捧げた《かみのけ座》

BC305～BC248?
(57)＝

アルシノエ1世
マケドニアのリュシ
マコスの次女。離婚

し流刑された
BC284～BC222(62)＝プトレマイオス3世

父24歳の子。全盛時代を築いた

近親婚の子供

BC182～BC116(66)
＝弟プトレマイオス8世

37歳でC2と結婚、
40歳でC3と再婚。
C3の入れ知恵で

邪魔なP7とメンフィティス
も殺害し、残忍な静粛を
行うが、平穏に死んだ

プトレマイオス6世の3人の子供は、20歳代の時の子。テアはシリアに嫁入りし、息子の7世は叔父に殺害された。
末娘のクレオパトラ3世は、叔父の8世、息子の9世、10世と近親婚をした。BC101に10世に殺害された

BC340～BC268?(72)＝ベレニケ1世
3人目の妻。同じマケドニア人である。

BC316～BC268?(48)＝姉アルシノエ2世
プトレマイオス１世が51歳の時の子。

マケドニアの将軍リュシマコスと離婚し弟と再婚。

⑨a

プトレマイオス
・メンフィティス

P8が斬り刻んで殺
害しC2に送った

BC77～BC55(22)
＝ベレニケ4世

権力志向が強く残
虐で、ローマに反旗
を翻えすのでポンペ
イウスの意向により
父P12に処刑される

BC142?～
BC081（61）＝
プトレマイオス

9世
母C3の都合

で、C4とCセレ
ネと結婚し、離
婚し、母と対立

した。

BC138?～BC069(69)
＝妹クレオパトラ・セレネ
BC115にP9の妻、BC103
以降、3人のシリア王と再
婚。パルティア戦で死亡、
アルメニア王により処刑

された

BC95～BC57(38)
＝クレオパトラ5世

父の47歳の時に庶子とし
て生まれる

BC136?～BC112(24)＝クレオパトラ4世
BC116、P9と結婚したが、母C3から追放
され、シリア王アンティオコス9世の妻とな
るが、シリアの内紛にまきこまれてBC112

に処刑された。

⑬

⑫a⑫b

⑨b

⑨c

BC69～BC30(39)
＝クレオパトラ7世

ポンペイウス暗殺により共和制ロー
マが介入してきた。31歳年上のシー

ザーを誘惑してカエサリオンを産
み、15歳年上のアントニウスと愛し
合い3人の子を産んだが、ともに死

んだので、自殺した。

娘達は、父が40歳と48歳の時の子。祖母の出身が不明3人の子は、父が49歳、54歳、57歳であった。母親がすべて異なるという

BC120～BC080(40)
＝ベレニケ3世

(BC101～BC80)
BC101に叔父P10

と、BC80に実子P11
と結婚するが19日
後に、殺害された

不詳

不詳

BC117～BC051(66)
プトレマイオス12世

40歳から5人の子は不自
然といわれている

（注）ファラオはファラオからしか生ま
れないので、競争率は低いはずな
のに、なぜそんなに殺しあいをした
のか、不明とされている。

BC68～BC41(27)
＝アルシノエ4世

エフェソスで、遺骨
らしきものが発見さ
れ、黒人と白人の混
血だった。邪魔なの
で姉C7から殺害さ

れた

BC63～BC47(16)＝
長男プトレマイオス13世
姉との共同統治だった
が、姉を追放しポンペイ
ウスを殺害したのでシー
ザーの介入を招き殺され

た

BC60～BC44(16)＝
次男プトレマイオス14世

幼いので形式だけの共同統治で、
息子カエサリオンをファラオにするた
めに、邪魔なので姉C7からトリカブト

で毒殺された


